
東
京
電
力
譁
は
大
口
電
力
契

約
者
に
対
し
４
月
よ
り
平
均
17
％

の
値
上
げ
を
実
施
す
る
と
し
て
い

る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
公
共
施

設
の
電
気
料
や
指
定
管
理
料
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、

市
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く

の
か
。
電
力
供
給
元
を
特
定
規
模

電
気
事
業
者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
へ
見
直

す
こ
と
も
考
え
て
い
る
の
か
。

庁
舎
や
学
校
を
初
め
と
す
る

公
共
施
設
の
影
響
額
を
試
算
し
た

と
こ
ろ
、
水
道
事
業
で
約
１
１
０

０
万
円
、
そ
の
他
の
公
共
施
設
で

は
約
２
２
０
０
万
円
の
増
加
が
見

込
ま
れ
て
お
り
市
財
政
に
相
当
の

負
担
が
強
い
ら
れ
る
。
現
在
Ｐ
Ｐ

Ｓ
登
録
業
者
も
50
社
中
26
社
し
か

事
業
を
行
っ
て
お
ら
ず
切
り
替
え

も
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
自
治
体
経
営
の
基
本
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
早
速
、
各
施
設

担
当
者
へ
情
報
収
集
や
調
査
を
指

示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
電
力
需

給
の
最
適
化
を
模
索
し
な
が
ら
更

な
る
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
た
い
。

坪
）
は
取
得
後
、
既
に
７
年
が
経

過
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
活
用
方

法
に
つ
い
て
一
般
質
問
で
何
度
か

取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
明
確
な
答

え
は
な
か
っ
た
。
現
在
に
お
い
て

は
活
用
計
画
案
が
作
成
さ
れ
て
い

る
の
か
。
土
地
活
用
の
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

現
在
、
庁
内
関
係
課
で
構
成

す
る
「
水
城
公
園
隣
接
地
の
有
効

活
用
に
係
る
検
討
会
議
」
を
設
置

し
、
当
該
地
を
公
共
施
設
用
地
と

し
て
活
用
す
る
の
か
、
企
業
誘
致

の
受
け
皿
と
し
て
活
用
す
る
の
か

総
合
的
に
検
討
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
公
共
事
業
用
地
と
し
て
の

活
用
策
が
見
出
せ
な
い
場
合
は
売

却
し
財
源
確
保
に
供
す
る
、
あ
る

い
は
民
間
の
力
を
借
り
た
有
効
活

用
も
選
択
肢
に
な
っ
て
く
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
早
い
時

期
に
方
針
の
原
案
を
取
り
ま
と
め

て
い
き
た
い
。

日
常
清
掃
で
の
対
応
が
困
難
な
部

分
は
専
門
業
者
が
実
施
し
て
い
る
。

指
摘
の
と
お
り
、
よ
り
良
い
教

育
環
境
を
確
保
す
る
に
は
ト
イ
レ

の
早
期
改
善
が
必
要
と
認
識
し
て

お
り
、
節
水
に
配
慮
す
る
「
エ
コ

化
」、
衛
生
面
の
向
上
に
繋
げ
る

「
乾
式
化
」、
生
活
環
境
に
合
っ
た

「
洋
式
化
」
の
３
点
を
基
本
方
針

と
し
、
学
校
や
保
護
者
、
子
ど
も

た
ち
の
要
望
を
踏
ま
え
計
画
的
に

改
修
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は

開
設
か
ら
27
年
が
経
過
し
て
焼
却

炉
等
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
現
状

は
修
繕
な
ど
を
行
い
な
が
ら
延
命

5

措
置
を
図
っ
て
い
る
が
、
今
後
本

市
で
は
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
ど

の
よ
う
な
方
針
で
取
り
組
む
の
か
。

ま
た
、
既
に
取
得
し
て
あ
る
建

設
予
定
地
の
扱
い
と
、
施
設
建
設

及
び
施
設
運
営
に
関
し
官
民
協
働

事
業
と
な
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
活
用

し
た
取
り
組
み
の
考
え
は
持
っ
て

い
る
の
か
。

本
市
は
彩
北
広
域
清
掃
組
合

の
構
成
市
で
あ
る
鴻
巣
市
を
重
要

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
施
設
整
備
の
方
向
性
は
、

県
が
定
め
た
「
第
２
次
ご
み
処
理

広
域
化
計
画
」
の
区
割
り
を
踏
ま

え
た
広
域
化
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
埼
玉
中
部
環
境
保

全
組
合
の
管
理
者
に
対
し
新
た
な

ご
み
処
理
広
域
化
の
枠
組
み
を
提

案
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
建
設
予
定
地
の
利
用
計

画
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
広

域
化
の
枠
組
み
と
方
針
が
確
定
し

た
時
点
で
研
究
・
検
討
し
た
い
。

土
地
開
発
基
金
で
取
得
し
た

南
大
通
線
に
隣
接
す
る
土
地
（
佐

間
１
丁
目
地
内
・
約
１
０
０
０

施 　 　 設

ご
み
処
理
施
設

整
備
の
方
針
は

小
林
友
明

（
新
政
策
研
究
会
）

問

答 財 　 　 政

電
気
料
金
の

大
幅
値
上
げ
に
つ
い
て

香
川
宏
行

（
新
政
策
研
究
会
）

学 校 施 設

小
中
学
校
の

ト
イ
レ
環
境
は

二
本
柳
妃
佐
子

（
公
明
党
）

問
　
学
校
施
設
の
多
く
は
昭
和
40

〜
50
年
代
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
経
過
年
数
と
と
も
に
ト
イ

レ
設
備
も
老
朽
化
し
て
い
る
。
文

部
科
学
省
で
も
改
善
事
例
を
公
表

し
改
善
を
促
す
動
き
が
あ
る
。
小

中
学
校
ト
イ
レ
の
日
常
的
な
汚
れ

や
異
臭
に
対
し
、
い
か
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

ま
た
、
校
舎
の
耐
震
化
で
遅
れ

て
き
た
ト
イ
レ
環
境
整
備
は
喫
緊

の
課
題
と
考
え
る
が
改
修
は
進
ん

で
い
く
の
か
。

日
常
清
掃
に
つ
い
て
は
各
校

で
清
掃
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
児

童
生
徒
が
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

問答

答公　有　地

佐
間
地
内
市
有
地

の
活
用
計
画
は

高
橋
弘
行

（
し
ん
り
ょ
く
会
）

問

答

問

佐間１丁目地内市有地

市
政
に
対
す
る

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
３
月
２
日
・
５
日
・
６
日
・
７
日
の
４
日

間
行
わ
れ
、
14
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
対
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問

を
し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
５
月
発
行
予
定
の
会
議
録
（
市
役
所
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
図
書
館
及
び
地
域
公
民
館
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
閲
覧

可
能
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


